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　　あじさい
　　　　　（あじさい公園）

　7月3臼、小雨降る午後。

白、赤、紫、ビンクー一色鮮やかな

大輪の花・花・花。6h∂の造成地に

9，400株、40万本が咲き誇っていま

す。目標は奮2，000株．夢はまだまだ，

広がります。今月中が＼＼あじさいま

。つり犠です。見ごろはまだまだ続き

ます。

布街惚へ

　八箇小彌

　口
池、

：乙，

　平↓六1ヨ萌へ

樫
水

ご色
￥

．
工 “ご

　　二千年蓮
　　　　　　（弁天池）

7月6臼、すがすがしい朝。

淡紅色の花が幻想的な美しさをか

もし出しています。咲いているのは
　　　　　　　　の　　　ロ　　　　一部ですが．開花しそうなつぽみが

いっばいです。その近くを色とりど

りの鯉がゆうゆうと泳いでいます。

見ごろになる7月198には＼＼ハスま

つり＼＼が開かれます。

布街地へ　⑫

「
校鷺六

4

髪ツニ

塩ノ又へ

磯市議会のうごき　②～③

鞭庭野氏の受勲祝賀会　④

磯献血助け合い運動⑤

麟5万人のひろば⑥～⑦●⑨

磯市関係人事異動⑧

懸たいいく・スポーツ⑩

鞍お知らせ⑪
鱒ふるさとの歴史散歩⑫
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第2回定例会

　
　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
六
日
～
二
十
四

　
日
ま
で
の
九
日
問
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

榔㈱　
　
こ
の
定
例
会
で
は
、
　
「
助
役
・
収
入
役
の
選
任
」
、

　
「
特
別
委
員
会
の
設
置
」
な
ど
議
案
二
十
五
件
、
請
願

歪
件
陳
情
二
件
・
音
暮
二
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
・

麟勲
　
一
般
質
問
に
は
、
八
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
農
業
．

な

憎
路
永
問
題
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
．

助
役
に
近
藤
暫
雄
氏
・
収
入
役
に
池
田
耕
平
氏

　
　
磁

　
壽

』・ψ

群

収任本i
入の田べ■

ご・役に選係
ま池のよ任
し田後るi

収入役池田耕平氏　助役近藤哲雄氏

た
。　

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
…
…
上
村
義
房

氏
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

条
例
関
係
（
主
な
も
の
）

　
■
伝
染
病
患
者
の
医
療
費
等

に
関
す
る
事
務
の
委
託
…
…
事

務
委
託
先
は
、
南
魚
沼
郡
広
域

事
務
組
合
と
す
る
。
　
（
昭
和
六
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脇騙

十
二
年
八
月
一
日
か
ら
）

　
■
新
潟
県
十
日
町
地
域
伝
染

病
舎
組
合
の
解
散
…
…
同
組
合

を
昭
和
六
十
二
年
七
月
三
十
一

日
限
り
で
解
散
す
る
も
の
。

　
臼
新
潟
県
十
日
町
地
域
伝
染

病
舎
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産

処
分
…
…
組
合
の
解
散
に
よ
り
、

財
産
（
備
品
等
）
を
処
分
す
る

も
の
。

　
■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
…
…
保
険
料
賦
課
限
度

額
の
引
き
上
げ
と
低
所
得
者
保

険
料
の
軽
減
措
置
を
拡
充
す
る

も
の
。
（
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

　
予
算
関
係

　
■
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
…
…

　
▽
総
合
公
園
ー
流
末
工
事

　
費
な
ど
一
億
二
、
八
五
四
万
八
、

　
○
○
○
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

会員委別特

義
三
文
信
八
吉
司
郎
男
男
蔵
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
太

正
昭
武
重
平
春
洲
隆
寛
一
熊
辰

木
島
地
野
橋
辺
塚
山
野
藤
口
林

斎
大
名
庭
高
渡
飯
村
水
佐
樋
小

長
長

　
員

員
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
副
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
資
源
対
策

雄
実
栄
平
策
松
巳
蔵
平
雄
男
三

利
　
広
喜
耕
清
勝
熊
仁
辰
達
昭

藤
木
島
山
野
島
藤
口
村
林
山
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

佐
斎
大
丸
庭
大
佐
樋
上
小
小
大

長
長
貝

　
員員

委
　
　
　
　
　
　
）

委
副
委
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
＼
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克
雪
対
策

貿圃一一一一…
庭野　重信

・青少年の健全育成と社会、学校教

　育の充実について

・地域の活性化について

渡辺　春吉

・十日町市産業の活性について

佐藤　一男

・福祉行政について

・道路行政について

・地方自治法及び地方財政法につい

　て

大島　昭三　　　　　　　　’

・新大型間接税への対応について

・覚書確認に関する新会社との交渉

　の経過について

・国保の運営について

・市政一般について

一一一一…目岡
大島　清松

　・市政一般にっいて

名地　武文

　・市長の政治姿勢について

　・農業問題にっいて

　・道路行政について

佐藤　利雄

　・冬期問題について

　・農業問題について

　・産業振興について

大島　広栄

　・農業振興をめざす自治体の取り組

　　みにっいて
　・水道料問題について

　・市道除雪について

　・県道大和焼野線改良促進問題につ

　　いて
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▽
飛
渡
第
二
小
学
校
校
舎
・

　
屋
体
増
改
築
工
事
費
な
ど
一

　
億
四
、
五
六
四
万
四
、
○
○

　
○
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
■
昭
和
六
十
二
年
度
各
特
別

会
計
補
正
予
算
…
…

　
▽
老
人
保
健
ー
国
県
支
出

　
金
返
納
金
一
、
五
〇
二
万
七
、

　
○
○
○
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
▽
農
業
集
落
排
水
事
業
－

　
処
理
施
設
工
事
監
理
委
託
料

　
な
ど
二
〇
〇
万
円
を
増
額
し

　
ま
し
た
。
　
（
い
ず
れ
も
原
案

　
可
決
）
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そ
の
他

　
■
字
の
変
更
…
…
土
地
改
良

に
よ
り
笹
之
沢
地
内
の
字
の
一

部
を
変
更
し
ま
す
。

　
■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
▽
十
日
町
中
学
校
プ
ー
ル
工

　
事
（
九
、
七
〇
〇
万
円
）

　
▽
集
落
排
水
事
業
処
理
施
設

　
工
事
（
二
億
八
○
○
万
円
）

　
■
特
別
委
員
会
の
設
置
及
び

委
員
の
選
任
・
正
副
委
員
長
の

選
任
し
ま
し
た
。

　
■
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
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…
…
知
識
経
験
者
三
人
を
推

　
薦
し
ま
し
た
。
　
（
任
期
六
十

　
二
年
七
月
二
十
日
か
ら
六
十

　
五
年
七
月
十
九
日
）

　
▼
庭
野
　
重
信

　
▼
佐
藤
　
一
男

　
▼
宮
沢
　
健
一

圃
園

　
■
塚
下
一
号
線
道
路
舗
装
に

関
す
る
請
願

　
臼
市
道
伊
達
池
沢
線
改
良
に

関
す
る
請
願
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　市議会では市民生活を守るため、つぎの「意見書」を議員全員

によって可決しました。

昭和62年産米

　　政府買入価格等に関する意見書

　日本の農業をめぐる内外の情勢は、日を追って厳しさを増して

います。長年にわたる米の生産調整と米価抑制、農畜産物価格の

低迷、構造政策の立ち遅れは、農業の後退と農業者の生産意欲の

低下に拍車をかけ、食糧の供給を不安定にするものです。

　農業者は、多くの国民が国内農業による食糧の安全供給を願っ

ているものと確信しながら、農畜産物の品質・食味・価格等に対

する消費者の期待にこたえるため、日夜真剣に努力しています。

　よって、政応におかれては、近く決定される昭和62年産米政府

買入れ価格と食糧政策の基本について、下記事項を実現されるよ

う強く要請します。

　　　　　　　　　　　　　言己

1　昭和62年産米政府買入れ価格については、現行米価を確保す

　　ること。

2　良質米奨励金は、現行水準を確保すること。

3　食糧政策の基本について

　（1）国民食糧の安全かつ安定供給のため、食糧自給率の向上を

　　基本とした総合食糧政策を確立すること。

　（2）農畜産物の輸入自由化・枠拡大に断固反対し、米の輸入に

　　ついても絶対行わないこと。

　（3）水田農業の合理化、生産性向上のため、基盤整備事業に対

　　する助成措置を大幅に強化すること。

　（4）食管法を堅持し、適地適産の政策を強化すること．

以上、地方自治法第99条第2項の規定により意見書を提出します。

　　　　昭和62年6月24日　　　　　　　　十日町市議会

　　新しい大型間接税の導入をやめ、

　　　マルイ憂（少額貯蓄非課税制度）

　　　　　　　　　　存続をもとめる意見書

　公約違反の売上税法案は、第108国会で廃案となりましたが、「直

間比率の見直し」の名のもとに、新しい大型間接税の導入が企図

されています。

　大型間接税は、国民の生活にかかわるすべての商品とサービス

について税金をとりたて、所得の低い人ほど負担率の高い不公平

な税金です。

　「マル優廃止」は、老後や病気にそなえる庶民のささやかな貯

金にたいし、新たな税金をかけるものです。どちらも一般の国民

の生活を苦しめる悪税です。

　この大増税計画が実施されたら、物価はあがり、私たち国民の

購買力がおちこみます。また、中小企業の経営はとりわけ困難に

なります。

　よって政府は、いかなる名称であろうと、新しい大型間接税を

導入しないことと、マル優を存続させることをつよく要望します。

　以上、地方自治法第99条第2項の規定により意見書を提出しま

す。

　　　　昭和62年6月24日　　　　　　　　十日町市議会

　
■
市
道
漆
島
線
改
良
に
関
す

る
請
願

　
■
市
道
四
日
町
二
号
線
消
雪

パ
イ
プ
延
長
に
関
す
る
請
願

　
■
市
道
土
市
一
号
線
拡
幅
改

良
に
関
す
る
請
願
（
い
ず
れ
も

採
択
）

圃
圖

　
■
下
川
原
町
地
内
消
雪
用
深

井
戸
の
点
検
整
備
に
関
す
る
陳

情　
目
市
道
五
斗
苗
一
号
線
等
の

側
溝
改
良
に
関
す
る
陳
情

　　齢、

宮沢監査委員

園
圓
圖

　
臨
昭
和
六
十
二
年
産
米
政
府

買
人
価
格
等
に
関
す
る
意
見
書

　
■
新
し
い
大
型
間
接
税
の
導

入
を
や
め
、
マ
ル
優
（
少
額
貯

蓄
非
課
税
制
度
）
存
続
を
も
と

め
る
意
見
書
（
い
ず
れ
も
原
案

可
決
）

　
　
任
五
月
の
臨
時
会

　
　
選
で
同
意
さ
れ
た
宮

に
を
沢
健
一
監
査
委
員

一
貝
目
貝
　
（
議
選
）
の
任
期
は
、

委
議
幹
賑
婿
に

査
沢
六
年
四
月
三
日
ま

監
宮
で
と
な
り
ま
実

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

！事現場を視察しました。

i　　このダムは、十日町市が小寺沢の奥に

！建設を予定している晒川ダムと同じ工法

1で造られるものでロッタフィルタイプと
ロ

1いい、堤体をコンクリートでなく、岩と

1十で積み上げるものです。

i　　この工法の特徴は、地盤の軟弱なとこ
ロ

1ろでもダムを造れるというものです。
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昭和65年完成をめざして工事が進む三国川ダム

3と’♂∫』ガ夢3昭和62年7月10日



お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一」

　
十
日
町
市
出
身
の
日
本
鉱
業

株
式
会
社
取
締
役
相
談
役
・
庭

野
正
之
助
（
に
わ
の
・
し
ょ
う

の
す
け
）
氏
の
勲
一
等
瑞
宝
章

の
受
勲
祝
賀
会
が
七
月
四
日
、

ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
祝
賀
会
に
は
、
市
や
議
会
関

係
者
、
各
界
代
表
者
、
同
窓
生
、

親
せ
き
の
人
た
ち
約
二
百
六
十

人
が
出
席
。
長
年
に
わ
た
り
、

　
　
略
　
　
歴

　
大
正
三
年
三
月
二
十
五
日
、

川
原
町
に
生
ま
れ
、
旧
制
十
日

町
中
学
校
を
卒
業
（
第
一
回
）
。

　
昭
和
十
一
年
三
月
に
東
京
商

科
大
学
（
現
在
の
一
ッ
橋
大
学
）

を
卒
業
後
、
日
、
本
鉱
業
株
式
会

社
に
入
社
。
以
来
、
今
日
ま
で

の
五
十
年
余
に
わ
た
り
一
貫
し

て
非
鉄
金
属
業
界
・
石
油
業
界

に
貢
献
し
、
両
業
界
を
は
じ
め

　
　
　
　
庭
野
正
之
助
氏

等
瑞
宝
章
受
勲
祝
賀
会

金
属
鉱
業
界
を
は
じ
め
日
本
の

産
業
経
済
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
を
祝
い
ま
し
た
。

　
丸
山
市
長
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
、
来
賓
祝
辞
、
記
念
品
（
十

日
町
市
出
身
の
村
山
孝
夫
画
伯

の
画
題
「
信
濃
川
早
春
」
の
絵
）

の
贈
呈
に
つ
い
で
、
庭
野
氏
は

子
供
の
こ
ろ
の
思
い
出
を
語
る

と
と
も
に
、
十
日
町
市
の
発
展

を
と
、
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
庭

野
氏
を
囲
ん
で
の
校
歌
や
応
援

歌
の
大
合
唱
も
始
ま
り
、
大
変

な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　
庭
野
氏
に
は
、
市
の
企
業
誘

致
と
経
済
活
性
化
を
進
め
る
た

広
く
日
本
経
済
の
発
展
に
尽
し

て
い
ま
す
。

　
三
十
九
年
五
月
同
社
取
締
役
、

圏
十
二
年
十
一
月
常
務
取
締
役
、

四
十
六
年
十
一
月
専
務
取
締
役
、

四
十
八
年
十
一
月
取
締
役
副
社

長
、
四
十
九
年
五
月
代
表
取
締

役
社
長
を
歴
任
し
、
引
き
続
い

て
五
十
三
年
六
月
に
は
代
表
取

締
役
会
長
、
五
十
八
年
六
月
取

締
役
相
談
役
に
就
任
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

め
の
「
経
済
活
性
化
客
員
顧
問

団
」
の
顧
問
を
お
願
い
し
、
多

く
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。旧制十日町中学校校歌を合唱

　
　
方
、
通
産
省
鉱
業
審
議
会

委
員
、
同
産
業
構
造
審
議
会
專

門
委
員
、
同
輸
出
入
取
引
審
議

会
委
員
、
日
本
鉱
業
協
会
理
事
・

会
長
、
看
油
連
盟
理
事
、
日
本

経
営
者
団
体
連
盟
常
任
理
事
、

経
済
翻
体
連
合
会
常
任
理
事
な

ど
の
公
職
、
団
体
役
職
を
歴
任

し
、
鉱
業
政
策
の
確
立
、
石
油

業
界
の
諸
課
題
の
解
決
を
通
じ
、

各
業
界
の
振
興
に
も
尽
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
毎
年
、
夏
に

　
　
　
　
　
　
な
る
と
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
の
家
庭
の
ゴ
ミ

　
　
　
戦

　
　
　
　
　
　
－
残
飯
、
残

　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
菜
、
ス
イ
カ
な

　
　
　
量

　
　
　
　
　
　
ど
、
水
分
を
含

　
　
　
減

　
　
　
　
　
　
ん
だ
燃
・
え
に
く

　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
い
ゴ
ミ
が
多
く

　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す
。

　
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
燃
や

　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
す
に
は
大
量
の

　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
重
油
を
使
用
し

　
　
　
ミ
ヘ

　
　
　
　
　
　
な
け
れ
ば
な
り

　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
ま
せ
ん
，
。

　
　
　
　
　
　
　
水
切
り
を
十

　
　
　
　
　
　
分
に
す
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
た
ゴ
ミ
を
出
さ

　
　
　
樹
川
ミ
れ
で

況
謙
劃
．
繕

湛
甥
誓
嬰

ゴ
～
賄
詞
－
勝

年
c
町
を
回
費

　
－
　
　
　
　
西
理
万
経

6
　
　
　
川
処
－
た

　
ロ
　
ネ
　
　
　
　
　
ミ
　
つ

　
ガ
ロ
　
　
　
　
　
コ
が
か

ロ
　
　
　
ロ
の
　
か

　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

〃恋《み顎冤猛ん
　
難
隣

0
』
　
さ
い
・

・継澱るに1き…

・
つ
め
る

　
　
ヴ

！
覧
ノ

だ
も
　
ぽ

も
　
’
ゐ
ゐ
’
助

　
”
，
’水切りを．する環

拠瓜
、

たい肥をつくる（コンポスト）

・
麗
鼎

il驚幟

鰯：讐所募・・縛
　　　　　　％　 ②二’1’1
　　　　　　　　　　　　　　，・，o亀・卜　　　消

　　　　　　　　　　　　　　　　／蔑

　　　　　　　　　　　　購
　　　　　　　　　　　　／　　　　　／／

　
　
k

＾
4

7
～

もやす

幽

縄滋

すね。

　■ゴミを処理するためにかかったお金

　　　　　　　　　　　　　　2億2，000万円

　■集まったゴミの量20，863t（4日57t）

　　　焼却したゴミ…／3，47／t（〃　37t）

　　　埋立てたコミ…　7，392t（〃　20t）

　■重油を使った量

　　　60K②（ドラム缶で300本．300万円）

　　／日にすると一

　　／64G　（ドラム缶で0．8本＼8，2／9円）

　■電気を使った量

　　　37万3，000KW（793万9，000円）

　　／日にすると一

　　　　　／，02／KW（2万／，750円）

　　　㊥（i）収集を休みます
　お盆の8月／5日（土）￥諏訪神社大祭の8月27日体）は

コミ収集を休みます。なお＼焼却場への持込みは両

日ともできます。

4



みなεん献血したこと窃ります

水沢地区公民館での献血（6月28日）

十日町市の血液の需給状況

4
、
4
8
9

4
、
1
7
7

4
、
4
7
9

3
、
9
0
9

60　　61年度

4
、
1
8
8

3
、
9
7
8

59

4
、
2
4
1

4
、
1
1
6

58

7／1～31

　「郷土に広げよう献血の輪」一十日町市でも、献

血運動が盛んに行われていますが、まだまだ皆さんの

協力が必要です。

4
、
7
1
8

4
、
1
0
7

57

3
、
7
8
13

、
1
9
8

56

愛の献血助け合い運動

3
、
5
1
2
　
供
給
実
績

3
、
3
2
4
　
献
血
実
績

55

献血功労者と献血功労団体

4，000

　　本

3．000

2．00

　今までに献血功労により厚生大臣感謝状を受賞した皆

さんです。　（敬称略）

45年度　十日町市献血友の会　58年度　馬場文平

50年度　滝文工業㈱　　　　59年度　吉沢織物㈱

51年度　関芳織物㈱　　　　61年度　十日町専門店会協同組合

57年度　睦織物㈱　　　　　62年度　十日町青年会議所

磯

馬場文平さん

（蓬日署市鰹⑱

　
現
在
、
人
命
救
助
な
ど
は
マ

ス
コ
ミ
等
に
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
比
べ
て
献
血
は
目
立
ち

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
献
血
も
大
変
多
く

の
人
命
救
助
を
し
て
い
る
わ
け

で
、
献
血
協
力
者
は
社
会
の
隠

れ
た
”
縁
の
下
の
力
持
ち
”
だ

と
言
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
若
い
人
の
協
力
を

　
お
互
い
に
生
き
て
い
る
限
り
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
事
故

や
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
万
一
の

と
き
に
血
液
が
あ
れ
ば
助
か
る

命
も
、
血
液
が
な
け
れ
ば
助
か

り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
も
う
一
度
献

血
や
献
血
協
力
者
の
社
会
的
評

価
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　
幸
い
、
市
内
で
は
理
解
も
深

く
、
協
力
者
の
中
に
は
何
十
回

と
献
血
を
し
て
く
れ
て
い
る
方

も
い
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら
に
、

若
い
人
た
ち
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
進
め

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
い
健
康
な
血
液
は
と
て
も

大
切
で
す
し
、
若
く
て
健
康
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

あ
る
と
い
う
こ
と
は
　
そ
の
こ

と
自
体
が
社
会
に
貢
献
で
き
る

資
格
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
誇
り
を
持
っ
て
献
血
に

協
力
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
こ
と
が
社
会
を
支
え
る

大
き
な
力
に
な
る
こ
と
で
も
あ

り
、
ま
た
い
つ
か
自
分
に
と
っ

て
も
役
立
つ
こ
と
で
あ
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

献
血
日
程
の
変
更

7
目
／
9
日
㈹
の
中
条
地
区
公
民
館
は
7
月
2
6
日
⑪
午
前
／
0
時
～
午
後
3
時
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」
で
起
工
式

　
　
　
　
　
開
園
は
来
年
4
月
の
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三

好
園
」
、
　
「
三
好
園
」
デ
ィ
・

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式

が
七
月
四
日
、
下
条
三
丁
目
の

建
設
場
所
（
山
口
医
院
南
側
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
丸
山
市
長
を
は
じ

め
市
・
県
関
係
者
、
地
、
兀
関
係

者
、
協
力
団
体
な
ど
約
六
十
人

が
出
席
、
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。
建
物
は
来
年
三
月

に
｛
、
兀
成
し
、
四
月
開
園
の
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
”
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
”

は
定
員
七
十
人
、
ほ
か
に
短
期

保
護
定
員
六
人
。
ま
た
併
設
さ

れ
る
“
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
i
”
は
定
員
二
十
五
人
と
な

講鱗／

安全を祈願する丸山市長
り
　
認
可
手
続
き
を
進
め
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
・
十
日
町
寿

福
祉
会
が
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

　
現
在
、
社
会
福
祉
事
務
所
社

会
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線

罵
）
で
は
入
所
希
望
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
ね
た
き
り
等

の
お
年
寄
り
の
世
話
が
大
変
な

家
庭
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
〈
短
期
保
護
〉
冠
婚
葬
祭
、

家
族
旅
行
な
ど
で
出
か
け
る
、

看
病
疲
れ
で
大
変
。
こ
ん
な
と

き
に
一
週
問
程
お
預
り
し
ま
す
。

　
〈
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
〉
昼
間

お
預
り
し
て
リ
ハ
ビ
リ
、
食
事
、

入
浴
な
ど
の
サ
：
ビ
ス
を
し
ま

す
。
送
迎
が
で
き
な
い
家
庭
の

た
め
に
送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
建
）
　
　
造

　
　
　
　
階
り

　
　
　
　
2
あ
　
　
得

　
　
　
　
造
備
　
取

　
　
　
　
卜
設
　
　
地

　
要
　
　
　
　
　
用

　
　
　
　
リ
タ
　
　
（

概
　
ク
｝
㎡
円

　
　
　
　
ン
ベ
6
6
万

の
㎡
コ
レ
8
㎜

物
藷
江
謡
）

　
建
／
3
　
房
　
7
む

　
　
　
　
模
暖
積
　
含

　
　
　
積
規
冷
面
費
を

　
　
　
面
・
（
床
業
賛

　
　
　
地
造
て
延
事
成

　
　
　
敷
構
　
　
　
総
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1　1

目

　十日町市と中魚沼郡には高校4校、中学校9校』小学校

1校の14校500人余の部員、そして市民吹奏楽団と、県内

でもめずらしいほど吹奏楽活動が盛んです。また昨年のコ

ンクールでは県代表2団体（津南中、川西高）、県金賞2

団体（南中、中里中）、県銀賞4団体（十日町中、川西中、

十日町高、市吹）と高いレベルにもあります。

　こうした活動をさらに広げ、レベルもさらに高めようと、

各学校と市吹が一緒になって「十日町市・中魚沼郡管楽研

究会」　（事務局：南中）を今年4月にスタートさせました。

指導者の研修会、部員の講習会、合同演奏会などを開きな

がら、お互いに協力し合い、高めあい県内トップを目指し

ます。

　クロス10大ホールが満員になった5月の“魚沼地区吹奏

楽新人交歓演奏会、、をはじめ合同練習会など、がんばって

います。8月には中学校の中越地区大会があります。皆さ

んも応援してください。

一聯＝；仲

＋
も
載
瓢
郁
究
会剛一”一澗願閥■■■■■■一3＝・：＝＝＝’：引1”’『鼻琳撒、

先生も生徒も真剣です

市役所にも子供たちが花束を持って

　十日町幼児園では6月11日￥’花の日・、、に、子供たちが花　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
束をプレゼントとています・．　　　、　狽
　『今日は・お化を飾って神様に礼才羊しました・このお花　た

を大勢の人のために働いている皆さんに感謝の気持ちをあ　　　ち

らわしたくて、持って来ました。飾ってください。　　　　　力寧
　今日は・’花の日、、といって、今から121年前の1868年、　　　花』

アメリカのメソジスト・エピスコパル教会で、お花を飾っ　　束軸

て子供たちを祝福したことカ、ら、世界中の教会で幼児祝福フ吻

の日として祝って㌧、ます．礼拝の中で子供たちが健康1こレσ

　　　　　　　　　　　、　　　’　　　　　　　ゼ
すくすくと伸びてゆくよつにお垣りをしました』　　ンβ

　こんなメッセージをつけて・兀気な子供たちが市役所・　み　〃

十日町駅、十日町郵便局を回りました。

　
先
月
二
十
四
日
、
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

連
盟
主
催
の
大
会
で
稔
り
会
（
姿
・
安

養
寺
）
が
、
見
事
に
優
勝
。
こ
の
会
は
、

毎
日
、
朝
五
時
か
ら
一
時
間
半
、
神
社

近
く
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
体
を
鍛
え

て
い
ま
す
。
会
員
二
十
五
人
。
平
均
年

齢
七
十
二
歳
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

の
い
で
立
ち
で
ゴ
ー
ル
を
追
う
姿
は
、

”
老
人
”
と
い
う
言
葉
は
不
釣
り
合
い

で
す
。
　
「
健
康
に
な
っ
た
」
　
「
足
・
腰
・

が
丈
夫
に
な
っ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
会

員
の
口
か
ら
こ
ぼ
れ
ま
す
。

松
下
亀
太
郎
さ
ん
（
姿
一
・
81
歳
）

　
ケ
ガ
を
し
て
体
調
が
悪
か
っ
た
の
で

リ
ハ
ビ
リ
の
つ
も
り
が
…
…
す
っ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

保
坂
ミ
ヨ
さ
ん
（
姿
一
・
7
0
歳
）

　
ふ
だ
ん
は
畑
仕
事
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

に
参
加
し
て
い
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
。

友
だ
ち
を
も
つ
こ
と
が
一
番
の
生
き
が

細

会り
みの

稔

　
驚

　
　
　
嫌

墜》
撫

馨
鵬
『
、

　
　
簸
．

代表：古沢弘次さん
（安養寺盈58－2574）

い
で
す
。

石
沢
戊
松
さ
ん
（
安
養
寺
・
7
8
歳
）

　
束
京
の
出
稼
ぎ
生
活
六
十
年
間
。
二

～
三
年
前
に
若
手
に
“
ま
っ
た
”
を
か

け
ら
れ
、
農
業
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
熱

中
し
て
い
ま
す
。

松
下
タ
ツ
さ
ん
（
姿
一
・
7
5
歳
）

　
気
持
ち
が
若
く
な
る
み
た
い
で
す
。

こ
れ
で
も
若
い
こ
ろ
、
マ
ラ
ソ
ン
の
選

手
で
し
た
よ
。
孫
の
成
長
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。

小
林
勝
平
さ
ん
（
姿
二
・
8
5
歳
）

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
遊
び
ご
と
。
朝
・
晩

寄
り
合
う
場
が
あ
る
の
で
幸
せ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
青
年
、
こ
れ
か
ら
生
き
が
い

を
プ
ラ
ス
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

保
坂
酉
蔵
さ
ん
（
姿
二
・
7
0
歳
）

　
若
い
者
が
田
ん
ぼ
、
私
が
野
菜
づ
く

り
、
健
康
第
一
で
い
つ
ま
で
も
若
々
し

い
気
持
ち
で
生
き
た
い
。

6



みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

楽しい話題や出来事、また「こんなことを取

り上げて」といったご意見など、何でもお寄

せください。

取材や写真撮影が必要なものは、連絡をいた

だければお伺いします。

連絡は一総務課文書広報係（岱57－3111内
線213￥214）

猛
●
　
会親演④

連絡先：根津辰夫さん

（本町6－3盈57－5938）

　
戦
後
の
一
時
期
、
十
日
町
は
青
年
演

劇
が
花
盛
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
も
演

劇
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
夢
見
て
、
芝
居
を

や
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
年
に
青
年
学
級
O
B
で

結
成
さ
れ
た
、
わ
が
「
演
親
会
」
で
す
。

会
員
は
だ
い
ぶ
入
れ
代
わ
り
ま
し
た
が
、

一
貫
し
て
方
言
を
使
っ
た
創
作
民
話
劇

懸

四
日
町

－
』

‘

わ
ら
じ
寄
席
を

　
　
　
　
「
わ
ら
じ
会
（
伊
藤
収

『
藩

キ
　　　　　　　　ノ　　　　　　　大　　　　　　も　　　　　匠
　　　　謙
　　　錨
　　春
　　葦
　光翼

忌
狛

一
代
表
）
」

　
た
だ
今
、
会
員
は
十
人
で
す
。
毎
年

行
っ
て
い
る
“
ほ
ん
や
ら
ど
う
広
場
”

を
は
じ
め
、
地
域
の
振
興
に
が
ん
ば
っ

て
い
る
『
大
井
田
青
年
の
会
』
を
応
援

し
よ
う
と
い
う
有
志
が
集
ま
り
、
今
月

四
月
に
結
成
し
ま
し
た
。

　
わ
ら
じ
寄
席
は
、
結
成
間
も
な
い
四

月
下
旬
、
会
員
の
一
人
が
「
四
日
町
で

寄
席
を
や
ろ
う
」
と
言
っ
た
こ
と
が
始

ま
り
で
す
。
同
調
し
た
ま
で
は
よ
か
っ

た
の
で
す
が
何
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
か
ズ
ブ
の
素
人
。
落
語
家
の
つ
て
は
、

を
演
じ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
会
員
は
紅
一
点
を
含
む
九
人
。

公
演
の
と
き
は
O
B
や
「
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
の
手
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
．
舞

台
は
市
内
の
学
校
、
公
民
館
、
病
院
な

ど
。
頼
ま
れ
た
り
、
お
し
か
け
た
り
で
、

公
演
回
数
は
三
十
回
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
芝
居
は
、
決
し
て
う
ま
く
あ
り
ま
せ

ん
。
　
「
あ
っ
け
な
ん
だ
っ
け
ば
、
オ
ラ

で
も
し
ゃ
い
ら
」
と
、
あ
ち
こ
ち
の
ム

ラ
祭
り
で
芝
居
が
復
活
し
た
ら
、
み
ん

な
見
て
回
ろ
う
と
い
う
の
が
私
た
ち
の

夢
な
の
で
す
。

　
昨
年
は
ご
縁
が
あ
っ
て
新
宿
区
神
楽

坂
で
、
演
じ
て
き
ま
し
た
。
予
想
外
の

評
判
を
と
り
、
今
年
は
商
店
会
の
お
誘

い
に
よ
る
二
回
目
の
神
楽
坂
公
演
が
迫

っ
て
い
ま
す
。
　
「
ヘ
タ
だ
す
け
気
に
い

ら
い
た
ん
だ
」
と
思
っ
て
い
る
私
た
ち

　
　
け
い
　
こ

は
、
稽
古
よ
り
も
大
道
具
の
修
繕
に
お

お
わ
ら
わ
で
す
。

会場は笑いの渦（62年2月の雪まつり）

経
費
は
…
…
、
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

問
題
が
出
る
わ
出
る
わ
で
、
先
行
き
不

安
だ
ら
け
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
き
も
の
ま
つ
り
に
“
き

も
の
寄
席
”
が
あ
る
と
聞
き
、
会
員
三

人
が
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。
見
て
驚
い

た
こ
と
に
三
味
線
に
小
太
鼓
、
お
そ
ろ

い
の
浴
衣
と
、
難
問
ば
か
り
に
慌
て
ふ

た
め
く
ば
か
り
で
し
た
。

　
“
き
も
の
寄
席
”
の
方
々
の
助
言
も

い
た
だ
き
な
が
ら
会
を
重
ね
る
こ
と
数

回
。
日
程
、
会
場
、
出
演
者
、
そ
し
て

一
番
悩
ん
だ
経
費
も
「
初
め
て
だ
か
ら

入
場
料
は
安
く
し
、
み
ん
な
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
。
不
足
分
は
会
貝
の
頭
割

り
で
」
と
い
う
こ
と
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　
一
ヵ
月
弱
で
の
入
場
券
販
売
も
一
割

を
残
す
の
み
で
、
期
待
と
不
安
の
中
、

開
演
の
六
月
十
八
日
、
夜
七
時
を
迎
え

ま
し
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
と
祝
辞
。

高
座
が
始
ま
る
と
き
に
は
百
人
に
、
中

ご
ろ
に
は
百
七
十
人
と
会
場
は
大
入
り

に
。
会
員
一
同
お
も
わ
ず
握
手
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
口
々
に
「
来
年
も
続
け
て
」
。
ま
た

東
京
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
た
中
条
・
円

通
寺
の
婿
さ
ん
八
光
亭
春
輔
師
匠
と
、

入
船
亭
扇
太
師
匠
は
「
地
方
で
は
せ
い

ぜ
い
四
・
五
十
人
で
す
」
と
大
入
り
に

驚
き
と
満
足
感
を
交
錯
さ
せ
て
い
ま
し

た
。　

ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
も
ど
う
に
か
成
功
。

若
干
の
自
信
も
つ
け
、
二
回
、
三
回
を

目
指
し
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

7と’お㌧ガ蓄3　昭和62年7月10日

ふるさとの言葉が聞けます。お近くの親せき＼知人にお知らせくださ

目
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七
月
一
日
付
で
十
日
町
市
、
十
日
町

市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
課
長
補
佐
級
以
上
の
異
動
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
　
（
　
）
内
は
異
動
前
の
職

名
で
す
。

人
事
異
動
の
方
針
　
　
　
・

　
①
特
別
職
人
事
に
伴
う
部
・
課
長
級

以
上
の
異
動
と
、
こ
れ
に
関
す
る
異
動

を
行
い
ま
し
た
．

　
②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
立
準
備

室
長
を
専
任
と
し
、
特
養
ホ
ー
ム
「
三

好
園
」
建
設
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
③
事
務
量
の
変
化
に
応
じ
た
職
員
配

置
の
適
正
化
、
お
よ
び
適
材
適
所
に
務

め
る
と
と
も
に
、
同
一
職
場
長
期
在
職

者
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

異
動
の
規
模
　
　
・

【
十
日
町
市
ー
九
十
三
人
】

　
□
部
長
級
六
人
　
□
課
長
級
九
人

□
課
長
補
佐
級
十
二
人
　
ロ
副
参
事
・

係
長
級
二
十
五
人
　
ロ
主
査
二
十
六
人

・
一
般
職
十
五
人

【
衛
生
施
設
組
合
ー
四
人
】

　
□
課
長
補
佐
級
二
人
　
□
副
参
事
・

係
長
級
二
人

＊
部
長
級

　
▼
総
務
部
長
ー
生
越
誠
一
（
建
設
部

長
）
▼
市
民
部
長
ー
金
沢
重
夫
（
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）
▼
経
済
部
長
ー
小

川
徳
久
（
教
育
次
長
・
庶
務
管
理
課
長
）

▼
建
設
部
長
ー
馬
場
良
朗
（
保
健
衛
生

課
長
）
▼
教
育
次
長
・
庶
務
管
理
課
長

ー
徳
永
成
太
（
総
務
課
長
・
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
）
▼
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
設
立
準
備
室
長
ー
佐
藤
一
男

（
市
民
部
長
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

設
立
準
備
室
長
）

＊
課
長
級

　
▼
総
務
課
長
・
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
11
涌
井
博
（
税
務
課
長
）
▼
税

務
課
長
1
1
吉
田
実
（
水
道
局
長
）
▼
市

民
課
長
⊥
口
同
橋
輝
雄
（
監
査
委
員
事
務

局
長
・
公
平
委
員
会
書
記
長
）
▼
保
健

衛
生
課
長
ー
生
越
誠
（
市
民
課
長
補
佐
・

市
民
係
長
）
▼
農
林
課
長
ー
大
熊
忠
義

（
税
務
課
長
補
佐
・
管
理
収
納
係
長
）

▼
水
道
局
長
ー
大
関
和
夫
（
市
民
課
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
・
公
平
委
員
会

書
記
長
ー
村
山
福
吉
（
農
林
課
長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
ー
柳
則
夫

（
農
林
課
長
補
佐
・
農
業
振
興
係
長
）

▼
水
道
局
参
事
・
浄
配
水
場
長
ー
池
田

温
（
下
水
道
課
参
事
・
下
水
処
理
セ
ン

タ
ー
長
）

＊
課
長
補
佐
級

　
▼
総
務
課
長
補
佐
・
文
書
広
報
係
長

ー
樋
熊
幸
治
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
・

学
校
教
育
係
長
）
▼
税
務
課
長
補
佐
・

管
理
収
納
係
長
⊥
局
橋
友
太
郎
（
税
務

課
副
参
事
・
市
民
税
係
長
）
▼
市
民
課

長
補
佐
・
市
民
係
長
ー
古
沢
新
一
（
公

民
館
副
参
事
・
水
沢
地
区
館
長
補
佐
）

▼
社
会
福
祉
事
務
所
次
長
・
援
護
係
長

ー
太
田
正
義
（
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所

長
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）
▼
農

林
課
長
補
佐
・
林
政
農
災
係
長
11
越
村

幸
夫
（
農
林
課
副
参
事
・
林
政
農
災
係

長
）
▼
下
水
道
課
長
補
佐
．
管
理
係
長

㍉
大
島
貞
二
（
総
務
課
長
補
佐
・
文
書

広
報
係
長
）
▼
会
計
課
長
補
佐
・
出
納

係
長
ー
風
間
栄
光
（
社
会
福
祉
事
務
所

次
長
・
援
護
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
長

補
佐
・
学
校
教
育
係
長
ー
波
形
卯
二

　
（
博
物
館
副
館
長
・
社
会
教
育
課
文
化

財
係
長
）
▼
博
物
館
副
館
長
・
社
会
教

育
課
文
化
財
係
長
ー
斎
木
仁
（
会
計
課

長
補
佐
・
出
納
係
長
）
▼
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
所
長
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館

長
ー
宮
沢
定
雄
（
下
水
道
課
長
補
佐
・

管
理
係
長
）
▼
下
水
道
課
下
水
処
理
セ

ン
タ
ー
長
ー
村
山
常
治
（
衛
生
施
設
組

合
事
務
局
次
長
・
業
務
第
一
係
長
）

▼
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
次
長
・
業
務

第
一
係
長
ー
柑
沢
幸
吉
（
水
道
局
浄
配

水
場
長
）

退
職
者
（
6
月
3
0
日
付
）

【
十
日
町
市
ー
二
人
】

▼
近
藤
哲
雄
（
総
務
部
長
）

▼
池
田
耕
平
（
経
済
部
長
）

（案）程日

第1部　（夜7時～8時）

「基調講演」

　栴澤　忠雄先生

　（㈱UG都市設計代表取締役社長）

●＝一
1

■
囎

8日寺～9日寺）

1カッション」
第
りo■

己生

壼公社調査研修部次長）

先生

叉学工学部教授）

先生

ネイター

先生

1鑑卑健）

〈共催〉十臼町商工会議所＼

水沢商工会、織物工業協同組合＼

建設業協会、十日町而農協，

十日町専門店会，十日町青年会議所

〈後援＞十臼町市、津南町、川西町＼

中里村

3＝

　内需拡大．また地域経済の活性化

に大きく結びつく『リゾートー構想』

が注目されています。すでに「総合

保養地域整備法」いわゆるリゾート

法が成立しました。

　県では推進本部を設けて＼県下8

地域の立候補地の中から地域を推薦

し＼今年度中に国の地域承認を受け

られるように作業を進めています。

　十日町市をはじめとした中魚沼郡＼

上越市．頸城郡の23市町村でも＼一

体となって『レインボーリゾート越

後』と名づけた計画を作り＼県へ提

出＼立候補しました。県の推薦を勝

ちとるため＼皆さんと一緒にアピー

ルしたいと計画しました。

　■『レインボーリゾート越後』の

内容については、市報8月10日号で

お知らせします。
偉1

8
「こんにちは市役所です」は休みました。
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お
年
寄
り
か
ら

ラb線沸

子
ど
も
さ
ん
ま
で

　
　
　
喜
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
奪

　
　
　
　
　
　
　
’

材料（5人分）
●卵……4イ固

●和風だしの素……少々

●しょうゆ……小さじ1杯

●塩……少々

●干ししいたけ……4g
●カ】まほゴこ……50g

●水……750cc
●青しそ・三つ葉……少々

茶
わ
ん
蒸
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん尾身　ミノさノ

（都一6謄）

　
口
当
た
り
の
な
め
ら
か
さ
が
身
上
で

す
。
卵
と
だ
し
の
割
合
も
た
い
せ
つ
で

す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
蒸
し
か
げ
ん

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

騨
作
り
方

　
①
調
味
料
を
入
れ
た
水
を
沸
騰
さ
せ
、

さ
ま
し
ま
す
。
　
（
急
ぐ
時
は
、
水
を
入

れ
た
器
に
浮
か
せ
ま
す
）
②
割
り
ほ
ぐ

し
た
卵
に
①
の
だ
し
汁
を
入
れ
、
か
き

混
ぜ
ま
す
。
③
上
に
浮
い
た
泡
を
取
り

除
き
、
蒸
し
茶
わ
ん
に
具
を
入
れ
て
5

人
分
に
分
け
ま
す
。
④
蒸
し
器
に
水
1

溜
を
入
れ
、
強
火
で
約
m
分
間
、
弱
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た

で
5
分
間
蒸
し
ま
す
。
⑤
蓋
を
取
っ
て

ハ
シ
か
揚
子
で
刺
し
て
み
て
澄
ん
だ
汁

が
見
え
れ
ば
出
来
上
が
り
．
⑥
青
し
そ
・

三
つ
葉
を
の
せ
、
も
う
ひ
と
蒸
し
し
て
取

り
出
し
ま
す
。
小
皿
に
の
せ
、
ス
プ
ー

ン
を
添
え
て
す
す
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま

青しそ・三つ葉は緑色を生

め、蒸し上がる寸前にのせ

　　　　　雛　　慧一
，色翫鞠晃（箱講・

　遊びに夢中になるから．ごはんを食べさせるの

が大変なんだって。　「ギンギン．ギラギラ」ママ

のリスムに合わせてタクトを振るのが得意なんだ。

保育

尾身慎一くん（5歳）

親子遠足は上越水族館だよ。カメが大きかったよ。

曳
．
9
露

　
　
　
　
　
ー
犠

愈
懇

　
　
　
　
嚢

O
讐
職
』

轡

尾身あやねちゃん（5歳）

運動会＼楽しかった。風船とアメを取る競走なの。

が串ヤン門スだより
、

水沢中学校

す
ご
い
」

　
「
す
て
き
！
」
次
々
と

…
体
育
館
に
張
り
出
さ
れ

…
て
い
く
各
学
級
の
力
作

…
に
歓
声
が
上
が
る
…
…
。

…
三
年
前
か
ら
、
五
月
に

…
な
る
と
生
徒
会
主
催
の

…
『
学
級
旗
コ
ン
ク
ー
ル
』

…
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ン
ク
ー
ル
は
各
学

…
級
か
ら
一
旗
ず
つ
出
さ

…
れ
、
全
校
生
徒
の
投
票

…
に
よ
っ
て
最
優
秀
賞
、

…
優
秀
賞
が
選
ば
れ
ま
す
。

…
た
だ
し
、
賞
を
選
ぶ
だ

…
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま

㎜
せ
ん
。
　
『
学
級
旗
を
作

…
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

…
か
ら
の
学
級
単
位
の
活

．
動
に
情
熱
を
燃
や
す
』

㎜
と
い
う
の
が
生
徒
会
の

学級旗で団結！

ね
ら
い
で
す
。

　
各
学
級
で
は
デ
ザ

イ
ン
を
検
討
し
、
制

作
の
係
を
選
び
ま
す
。

実
際
に
作
る
生
徒
は

限
ら
れ
た
者
に
な
り

ま
す
が
、
学
級
の
期

待
を
一
身
に
担
い
、

予
算
内
で
、
足
り
な

い
絵
の
具
は
皆
か
ら

か
き
集
め
た
り
、
休

憩
時
間
も
階
し
ん
だ

り
で
、
係
の
生
徒
の

苦
労
は
並
々
な
ら
ぬ

も
の
で
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
ま
で

は
学
級
内
で
の
極
秘

作
業
。
他
の
学
級
の

出
来
栄
え
は
当
日
に

な
る
ま
で
わ
か
り
ま

せ
ん
。
発
表
と
同
時

に
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ

秀
作
ぞ
ろ
い
に
溜
息

が
。
　
コ
ン
ク
ー
ル
に

飾
る
だ
け
で
な
く
各
．

種
競
技
会
で
は
応
援
・

旗
に
な
り
、
そ
の
後

は
教
室
に
掲
げ
ら
れ

ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
一
年
驚

間
、
こ
の
旗
の
も
と
繍

に
各
学
級
が
が
っ
ち
欄

り
と
団
結
し
て
ゆ
く
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
難

こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
響
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月
．
合
勧
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拐
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8
総

加
凱

　昨年5月の夏場所を最後に引退。13年の相撲人生をがんばった隻腕の関取・

凱皇関の断髪式を記念して「大相撲十日町場所」が行われます。横綱、大関を

はじめ本場所さながらの取り組みをご覧ください。

■入場料一桝席（4人）28，000円、2階椅子席（1人）7，000円

■販売所一丸桐（盈57－3181）、十日町協販（盈57－2117）、十日町専門店会（盈

　52－2738）、佐藤電機商会（暦52－3077）、協栄ストアー（盈58－2123）、庭野基

　（盈57－8189）、ひのでや商店（盈52－2722）

民泊募集　8月9日（日）夜、お相撲さんを泊めてくれるお宅を募集していま

　す。詳しくは十日町協販（盈57－2117）へ。

　時津風部屋合宿見学　　7月26月（日）に来市し、28日（火）～8月9日（日）、武道

　館で時津風部屋幕下力十の合宿が行われます。ぜひ貝学してください。

暑さを吹き飛ばそう一

　　　市房プール・オープン

7／11（土）～8／12伽　午前9時～午後7時

8／13休）～8／31（月）午前9時～午後6時

入場料 一般、高校生 小・中学生 幼児

1回券 200円 100円 50円

11回券
2，000円 1，000円 500円
市民プール・総合体育館で販売します。 ※幼児、小学生は保護者同伴です。

加くヒ／チビ・予第20回記念少年野球大会

■期　日＝8月1日（ID、2日（日）、3日（月）（雨天順延）

　　＜開会式、1回戦＞1日午前9時～開会式は信濃川運動公園（A）

　　＜2　・3回戦＞2日午前9時～

　　＜準決勝、決勝＞3日午後1時～笹山野球場

■会　場＝笹山野球場、信濃川運動公園、青少年運動広場

■チーム編成一市内在住の小学生を対象とし、同一町内の小学生で編成する。

　ただし、同一町内で編成できないときは隣接町内で編成可とします。

■申し込み＝7月20日（月）正午必着で総合体育館へ。

婦人水泳教室
■日　時二7月20・21・23・24日

（月・火・木・金）の4日間、午後

2時～3時15分

■会場ニスイミングスクール

闇対象者二18歳以上の女性、30人

■受講料＝500円（会貝は無料）

■申し込み＝7月19日（日）までにスイ

ミングスクール（盈58－3343）へ。

市民登山日光自根山

■主　催＝山岳協会、あすなろ会

■日　程二7月25日（十）午後9時に市

公民館前出発→菅沼キャンプ場で

仮眠→26日（日）午前5時出発、日光

白根山頂へ→午後6時に市公民館

前へ到着予定。

■募集人員二25人で締め切ります。

■参加費二4，800円

■間い合わせ＝柳和夫（盈68－3208）

／＼O

■申し込み＝総合体育館へ。

体育指導委員会です

　ラジオ体目
　夏休み中、ラジオ体操の出前指導

をします。町内単位、学校単位で総

合体育館へ申し込んでください。

　スポーツ教由
　「トレーニング」　「レクリエーシ

ョン」コースの参加者を募集中です。

毎週木曜日午後7時半～9時半、総

合体育館へお出かけください。

ラジオ体操1，000人集会

　ジョギングとラジオ体操をします。

家族みんなで参加しましょう。

■日　程二7月25日（十）午前6時15分

■会場＝水沢小学校グラウンド

体
育
施
設
の
無
料
開
放
日

□主

□日

ロ会

□資

欝第19回
催＝㈹十日町青年会議所

禾呈二8月20日ぐ木）～24日（月）

場二十日町小学校

JCスクール殼を破ろう！自らの可能性を求めて

格＝満18歳から30歳までの市

内在住の人、および準ずる人で通勤

可能な人。

ロ受講料二8，000円（食事、布団、

テキスト代など一切を含む）

□定員二70人で締め切ります。

ロ申し込み＝7月22日㈲までに、受

講料を添えて青年会議所（十日町商

工会議所内奮57－5111、南雲）へ。

□その他二①全員合宿制です。ただ

し午前7時半～午後6時までは平常

勤務ができます。②禁酒・禁煙です。

ユ0



□勘麺喝琶
　　　　　　　　　　藁

市役所盈57－3111（〒948千歳町3－3）

請求手続きはお早めに一

特別弔慰金
　「戦没者等の遺族に対する特別弔

慰金」の請求手続きはすみましたか。

　この特別弔慰金は、終戦40周年に

当たり、国が遺族の皆さんに改めて

弔慰の誠を示すために支給します。

□該当者＝昭和60年4月1日現在で

戦没者に関し公務扶助料の受給権者

のいない遺族。

ロ特別弔慰金の額二30万円（10年償

還、無利子の記名国債を支給）

□請求・問い合わせ二63年6月13日

（月）までに社会福祉事務所援護係（費

内線133）へ。請求をしないときは権

利がなくなります。

お悩みの方どうぞ一

　　精神衛生相談
　っぎのような悩みをお持ちの方は

お気軽にお出かけください。代理の

・方でもかまいません。相談は無料、

秘密は守られます。

　①ノイ・一ゼ気味で眠れない②仕

事をしなくなり人に会うのをいやが

る③他人のことや、さ細もないこと

が気になる④情緒不安定で乱暴する、

学校へ行かない。

□日　時二7月28日（火）

　　　　　　午後1時半～3時

□会　場＝十日町保健所

ロ担当医二石田・五日町病院長

ロ問い合わせ＝保健衛生課保健衛生

係（盈内線138、139）、十日町保健

所（智57－2400）へ。

雛甜訓舵う
欝　　　　　（敬称略）

　特別養護老人ホーム「三好園」建

設運営資金（6月／4日～26日受け付

け分）＝累計：265町内、5団体＼

／8個人から／，／84万2，／89円

■水沢地区　漆島・6戸（6，000円）

■団体　十日町地区老人クラブ連合

会（9，415円）

■個人　田村敏夫（下町・5万円…

香典返し〉

　国際交流・文化スポーツ基金（6

月末現在13，394万／，777円）二服部

辰巳（川治下町2・2万円）日本生

命（41，840円）花柳花春、花柳花春

後援会（10万円）池田耕平（神明町・

20万円）近藤哲雄（上新田1・20万

円）

　交通遺児等援助基金二関口潔（加

賀糸屋町・18，200円…廃品回収ほか）

岩田輪店、太田輪店、サイクルショ

ップ村山、十一屋輪店、佐藤モータ

ースー同（12，000円）

　社会福祉事業へ二植木組㈱十日町

営業所長・篠崎義男、同十日町豊親

会長・長谷川吉二（5，200円）岡村

建治（1，000円）古沢サダ子（美雪

町3・10万円…香典返し）十日町交

通㈱（2，753円）

　つつじ工房へ二十日町青年会議所

（3万円）

　少年育成センターへ二少年補導委

員長・石田喜一（昭和町1・紳 f：用

ワンタッチ式洋傘12本）

　公園造成へ（あじさい公園）二十

日町地区婦人会・会長南雲スミ（5

万円）東北電力㈱花いっばい運動

（あじさい35株）

　物品＝十日町ライオンズクラブ・

会長田山正二郎（可動式くず入れ1

個、可動式吸いがρ）入れ1個…緑道

休憩所用として）

ご注意ください一

信濃川での水事故
　水による事故が多くなる夏を迎え

ます。

　J　R信濃川発電所では水難事故防

止のため、宮中取水ダムから小千谷

発電所までの信濃川沿いに警報用サ

イレン・スピーカーを設置していま

す。ダムから放流するときには警報

を鳴らしますので早めに退避してく

ださい。また川遊びの子供たちを見

かけたら一一声注意してください。

・研作業停電
　東北電力㈱十日町営業所費52－3107

　7月2旧（火）午前8時半～正午◆吉

田山谷、稲葉の全部◆小泉！・3の

一部

　7月22日㈱午前10時半～正午◆高

島1の一部

　／／月末まで森源麹第3期拡張工事

を行って購慧す。薦醗プール・青少

年運動磁場利用の皆さん＼安全には

十分にご漢慧饗ださい。

テレフオンカード1枚800円

　　　　一饗灘

　　　　　　　み
きもののまちからのおたより

　和装産業振興都市協議会（十

日町市ほか全国32市町村加盟）

では、すてきなテレフォンカー

ドをつくりました。商工観光課、

クロス10でお買い上げください。

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i7月交通安全キャンペーン　6コヨ）交通事故発生状況（）6偉i

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i　7月21日（火）～8月20日㈲　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i夏の交通事故防止運動　　　　　　　　　　　　　　1
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

ヨ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i①正しい方法でシートベルト、へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

いレメットの着用を。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i②子供とお年寄りの横断事故の防　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1止を。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
1③無謀運転の追放を。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

i　　黙とうにご協力を一　「交通安全県宣言記念・県民総ぐるみ運動」251
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1　周年です。亡くなった方へのめい福、事故防止を願って1分間の黙とう1
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　をささげます　ロ日　時二7月17日㈹正午　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

ノθ醒夕＿9＿グ躍’ω’b『＿ρ＿。帰’＿」＿’齢ρβ『＿9一び＿ρ＿4＿の，』＿躍，＿，一，．一＿一r一一’一一・・一一σ一一グ』r6・rr8一一一・一一グー’一’一β’』一儒一ρ一一4－r一一ρ一ρ9’一’。4』膨’一’一一ダー8一ダ1

市町村名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 8（18） 9（20） O（O）

川西町 1（2） 1（5） 0（0）

津南町 3（1） 3（0） O（1）

中里村 O（O） 0（O） 0（0）

小　　計 12（2i） 13（25〉 0（1）

累　　計 54（79） 62（101） 1（2）

ユユとrおガ夢3　　昭和62年7月10日 鐵羅発蓼欝蒙

　灘難懸嚇繕

まだバスに余裕があります。　日程7／23㈲，30㈲，
8／7㈹，11（火）．／8（火）￥19（水〉　参加費150円

申し込み　総務課文書広報係（智内線2／3）
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中
魚
沼
郡
誌
』
の
古
城

吐
の
項
に
は
「
北
新
田
南
新
田
の
間
に

　
　
　
　
　
　
こ
レ
ニ
ヱ
　

一
城
趾
あ
り
、
今
悉
く
懇
開
せ
ら
れ
て

其
の
跡
を
止
め
ず
、
伝
え
い
う
羽
根
川

越
前
守
の
居
城
な
り
し
と
」
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
「
又
」
城
跡
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
場
所
な
ど
も
良
く
わ
か
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
川
治
区
有
資
料

な
ど
か
ら
、
そ
の
位
置
が
推
定
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
治
村
の
検
地
帳
に
は
、
　
「
た
て
ノ

たて

城の内の地名がある川治村絵図

内
」
と
い
う
地
名
が
で
て
い
ま
す
。
こ

の
「
た
て
ノ
内
」
は
、
絵
図
に
よ
る
と

北
新
田
の
す
ぐ
東
に
あ
た
り
、
附
近
に

は
「
狐
塚
」
・
「
追
分
」
な
ど
の
地
名

が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
地
域
は
国
土
調

査
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
は
、
字
狐
塚
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
　
「
又
」
と
い
う
名
は

道
路
の
分
岐
を
示
す
「
追
分
」
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
た
て
ノ
内
」
・
「
追
分
」
，
な
ど
、
．

小
さ
な
地
域
の
地
名
は
、
明
治
の
初
め

に
行
な
わ
れ
た
「
地
租
改
正
」
の
過
程

で
、
　
「
狐
塚
」
と
い
う
大
き
な
字
名
に

統
合
さ
れ
、
次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
田
や
畑
を
持

っ
て
い
る
人
の
間
で
は
、
今
で
も
使
わ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　
「
た
て

ノ
内
」
の
確
か
な
位
置
を
ぜ
ひ
知
り
た
，

い
も
の
で
す
。

　
「
た
て
ノ
内
」
・
「
城
ノ
内
」
・
「
御

屋
敷
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ヤ
よ

は
、
武
士
が
生
活
し
て
い
た
屋
敷
（
居

か
ん館

）
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
川
治
の

「
た
て
ノ
内
」
も
江
戸
時
代
に
畑
と
し

て
開
懇
さ
れ
て
も
、
　
「
羽
根
川
越
前
守

の
い
た
城
だ
っ
た
」
と
い
い
伝
え
ら
れ

て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
に
は
、
現
在
発
掘
調
査
が
行
な

わ
れ
て
い
る
伊
達
八
幡
遺
跡
の
よ
う
に
、

昔
の
武
士
の
館
跡
が
埋
れ
て
い
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
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寺
一
才
　
　
ヨ

ほ
の
ぽ
の
と
し
た

　
　
”
勤
労
奉
仕
”
十
六
年
間

　
　
　
　
宮
入
国
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
宮
下
町
東
・
84
歳
）

　
毎
朝
五
時
ご
ろ
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り

声
と
と
も
に
宮
本
公
園
・
諏
訪
神
社
・

十
日
町
総
合
公
園
の
清
掃
奉
仕
を
続
け

て
い
る
宮
入
さ
ん
。

　
雨
の
日
、
風
の
日
も
勤
労
奉
仕
の
十

六
年
間
。
　
「
私
は
生
き
が
い
の
一
つ
と

し
て
き
れ
い
な
町
づ
く
り
を
志
し
て
い

ま
す
。
青
年
団
時
代
に
、
教
養
を
身
に

つ
け
道
徳
に
よ
る
人
格
の
向
上
、
社
会

に
奉
仕
活
動
を
な
す
こ
と
を
教
わ
り
ま

し
た
」
と
、
そ
の
動
機
を
。
　
「
奉
仕
活

動
を
通
し
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
大

正
十
二
年
（
二
十
一
歳
）
に
”
明
治
神

宮
御
造
営
奉
仕
”
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加

し
た
時
は
本
当
に
光
栄
で
し
た
」
と
、

話
す
に
も
熱
っ
ぽ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
高

尚
な
人
柄
。

　
公
園
を
訪
れ
る
人
で
、
ビ
ン
を
割
っ

　
　
　
　
　
ふ
ん

た
り
、
犬
の
糞
を
放
置
す
る
の
が
一
番

困
る
そ
う
で
す
。
レ
コ
ー
ド
盤
・
免
許

証
・
学
生
証
な
ど
の
拾
い
物
を
す
る
こ

と
も
た
び
た
び
。
　
「
や
っ
て
い
る
う
ち

に
だ
ん
だ
ん
”
自
分
の
仕
事
”
と
い
う

気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
」
。

　
こ
の
奉
仕
が
終
わ
る
と
宮
入
さ
ん
の

一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
今
で
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
親
わ
れ
、
感
謝
さ
れ
て

い
る
几
帳
面
な
宮
入
さ
ん
。

　
よ
い
そ
し
し
に
前
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●
総
盈

垂
七
月
一
日
付
で
新
助
役
・
新
収
入
役

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
大

幅
な
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
努
力
を
傾
注
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
バ
ッ

ク
・
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

毎
七
月
十
九
日
（
日
）
は
、
各
地
で
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
老
い
も
若
き
も

こ
ぞ
っ
て
参
加
し
て
い
い
汗
を
流
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
。

　
そ
こ
に
は
、
き
っ
と
す
ば
ら
し
い

“
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
出
会
い
”
が
生
ま

れ
る
で
し
ょ
う
。
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と砺ま妙自然

オカトラノオ④

　山地の日当たりのよい場所でよ

く見かける多年草です。

　初夏のころ、直径1cm程の白い

花を茎の先に穂状につけます。そ

のため、花の穂は片方に傾いてし

まいますが、花が終わると直立し

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　丘にあってけもの（虎）の尾に

似た花穂をつけるので、この名前

がつけられています。

　よく似た植物にヌマトラノオが

あります。これは、湿地（沼）に

生え、花の穂は傾かないで直立す

る点で区別できます。

市の木

一

市の花山つつ

ユ2識嬢の灘継
6月30日現在
住民基本台帳

人口47，536人（前月比＋2）男23，345人（＋4）女24，191人（一2）世帯数12，334（＋1）


